モノクロ（解説）
H22.10.10　森田尚喜
　２０年ちょっと前にMTRを使って、自分での重ねどりで「裏通り」というアルバムを作った。当時はテープにとって、自分で聞いていた。そして、時代は流れ、自分でCDを作り上げることも可能な世の中になってきた。

　今年の７月に、OldTimeで、会社の軽音楽部のイベントをやるということで、お誘いを受けたので、久しぶりに演奏させていただくことにした。ギター一本での演奏であった。その１年程前に、会社の情操棟（今は取り壊されてない）で、何人かの会社の人の前で演奏した際に「結構、”しゃべり”を入れて演奏することで、歌詞の内容もわかってもらえるようだ」ということを実感していたが、このイベントでも、”しゃべり”が功を奏したようであった。青木誠さんの歌詞は、味があっていいのですが、それがうまく伝わるのは、うれしいことである。それで、その頃を機会に、「裏通り」をCDにして、何枚か、コピーを作った。そして、主に、例のイベントで聞いてくれた人を中心に、欲しい人を集ったら、以外に多くの人から求められた。長年、地道にやってきた甲斐があった、と感じる次第である。

　「裏通り」を作った頃には、それの収録曲以外にも多くのオリジナルがあった。当時活動していたバンド「人工衛星」で歌っていたものもある。今回の「モノクロ」に収録したのは、その頃の曲である。

　上記のような状況に、調子に乗って、録音してみることにした。但し、「裏通り」のときのような、アレンジや多重録音をする程のリキは入らなかった(^_^;)ので、全て、ギター１本で、一発どりした。タイトルは、「裏通り」は、色々な音を入れて華やかに録音したのに対して、このアルバムはギター１本なので、「モノクロ」と名づけた。元々の我々のやってきた曲のイメージも「カラフル」というよりも「モノクロ」なので、そこにも引っ掛けた気持ちもある。しかしながら、実際に録音してまとめて見ると、ギター１本ながら、結構メジャーな雰囲気に仕上がっているのではないかと思う（自分で言うのも変だが）。「裏通り」よりも、随分、メッセージ性が出てきていると思うので、歌詞をよく聞いていただけると幸いである。

　尚、私の少しラフな性格上、録音には、完璧でないような演奏のものも入っているが、お許しいただきたい。(^_^;)　少しでも味わっていただけると幸いです。

１．見るときくとじゃ大違い

　うわさって怖いですね。伝言ゲームで、どんなに伝わるかわからない。また、他人が自分に対して言っていることって、気になりますよね。でも、うわさはうわさ。誰も、そんなに思っていないようなことが、勝手に出来上がって、いつの間にか自分のイメージとされてしまうこともあったりするので、あまり、必要以上に気にすることはないと思います。

　でも、それもこれも、勝手に考えるんじゃなく、本人に聞いてみるのが、一番の近道で、うわさをしていたっていう本人に聞いたら、見るときくとじゃ大違い・・というのも・・・ありますよね。

　これは、そんな感じのことを、イメージさせる曲です。

２．It's so fun

　楽しいことと、忙しいこと。どのように使い分けるか。

　楽しいことばっかりでもだめだし、忙しい毎日では気が狂うし。まあ、その中間くらいがいいのか？　そんな感じの曲。

３．破壊

　バンド人工衛星で、よく演奏した曲。マイナーな感じの曲が多かったが、少しロカビリーという感じの曲を入れてみた・・・という状況で作ってきた詩だったと思います。

　ギター１本でも、それなりの演奏ができたのではないかと思います。ちょっと不完全な観は否めないが・・・・。

４．サギ師

　正直に言わないなら「サギ師」。って、あまりにも極端な表現ですが、今の世の中、冷たい人間関係が多くなり、本音を言わないことで、人と人との軋轢が生じることなど、ありますよね。そのような世の中へのメッセージですね。

５．ニューエイジカミング

　私達、どうも、新しい時代の流れってのにはついていきにくい、と感じますよね。ニューエイジ・・・って言ってても、この曲自体が、ちょっとoldな感じを受ける・・・ってのも、また、違和感があっていいのでは。
６．奴も誰かにたのんでる

　新興宗教にのめりこんだ友人がいまして。(^_^;)　それを、皮肉って作った曲です。

　あいつは完璧な奴・・・といって、ほめてるようにいいながら、サビでは「金さえ出せば」って表現にしてたりしてね。毒有るね。

　まあ、最後の歌詞にあるように、そんな完璧なんて無理だし、完璧じゃないから完璧を目指す。その目指す過程を努力する・・・のが、人間なんですよね。

７．後悔（航海）

　破壊・・・の仲間のような曲です。これも、人工衛星でよくやりました。サビの部分はドラムの日高さんとハモったりして、楽しかったです。ドラムのソロとかも入れてたと思います。

８．わかるまで

　きちんと説明して欲しいことってありますよね。何でも、妥協せずに「わかるまで」聞いていくのがいいのではないでしょうか。
９．巨大な壁

　昔、青木さんが（なんと）リードギターで、市民文化会館で演奏したことがあったなあ。司会のお姉さんに、「大人の魅力」とか、そんな表現をされたような記憶が。

　脱出したいのに、出られない・・・という歯がゆさを表現しています。

10．先行投資

　これも、バンドでよくやった曲。

　給料を何に使う。本当にそれ買って意味あるの・・・・　って、そんなに深く考えなくてもいいかもね。やってみなけりゃわからない・・・し。

11．地方（痴呆）都市

　これも、バンドでやってたなあ。人工衛星の後半は、結構、オリジナルの質も上がってきてた。

　この曲は、青木さんお得意の、語呂合わせの歌詞で、独特の雰囲気をかもし出してますねえ。穴ぼこだらけの整備の悪い道は、今でもあるのか。高速道路でも、ガタガタ言うところも有る気はするが。

12．Lonely_Family_In_My_Town

　裏通りにも入っているが、こちらの方が、より、オリジナルに近い・・・っていうか、ほとんどオリジナルです。人工衛星の初期の頃は、NoNoとこの曲を本当にたくさんやった気がします。

